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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
　
　
　

一
期
分

軽
自
動
車
税
　
　
　

全
期
分

納
期
限

い
ず
れ
も
四
月
三
十
日
ま
で

私
の
一
票
・
私
が
き
め
る

市
長
、市
議
補
欠
選
挙

４
月
2
6
日
で
す

五
月
九
日
で
四
年
の
任
期
が
満

了
と
な
る
長
門
市
長
と
故
小
林
久

熊
市
議
の
後
任
を
き
め
る
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
は
、
四
月
二
十
六

日
（
火
曜
日
）
と
き
ま
り
ま
し
た

選
挙
は
、
す
べ
て
た
い
せ
つ
で

す
が
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
大

事
な
選
挙
の
一
つ
が
、
こ
の
市
長

選
、
市
議
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
住
む
、
こ
の

長
門
市
の
た
め
に
ほ
ん
と
う
に
仂

ら
い
て
く
れ
る
人
を
、
自
分
で
き

め
て
必
ず
一
票
を
投
じ
ま
し
よ
う

投
票
時
間
は

朝
七
時
ー
夕
六
時

投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
四
月

二
十
六
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
（
大
峠
地
区
は
午
後
五
時
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
間
中
に
、
仕
事
着
の
ま

ま
で
結
構
で
す
か
ら
必
ず
投
票
所

へ
行
き
ま
し
よ
う
。

棄
権
防
止
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
投
票

当
日
、
棄
権
者
を
一
人
で
も
す
く

な
く
す
る
た
め
市
内
各
地
で
、
次

の
時
間
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。サ

イ
レ
ン
は
、
長
一
声
一
分
間

午
前
七
時
（
投
票
開
始
）

午
前
十
時

正
午
　
　
（
定
時
の
時
報
）

午
後
三
時

午
後
六
時
（
投
票
終
了
）

投
票
は
市
長
が
先

投
票
に
行
け
ば
、
最
初
に
市
長

選
挙
の
投
票
用
紙
を
も
ら
い
、
そ

の
投
票
が
す
ん
で
、
市
議
補
選
の

投
票
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

候
補
を
知
ろ
う

立
会
演
説
会
へ
ど
う
ぞ

市
長
立
候
補
者
の
政
見
、
抱
負

を
知
る
た
め
に
、
候
補
者
全
員
が

一
堂
に
集
っ
て
演
説
を
す
る
立
会

演
説
会
を
次
の
日
程
で
ひ
ら
き
ま

す
。四

月
二
十
一
日
午
後
二
時
か
ら

通
漁
協
集
会
所

四
月
二
十
一
日
午
後
八
時
か
ら

仙
崎
小
学
校
講
堂

四
月
二
十
二
日
午
後
二
時
か
ら

俵
山
小
学
校
講
堂

四
月
二
十
二
日
午
後
八
時
か
ら

中
央
公
民
館
大
講
堂

開
票
は
午
後
八
時
か
ら

市
長
と
市
議
補
選
の
開
票
は
、

午
後
八
時
か
ら
中
央
公
民
館
大
講

堂
で
お
こ
な
い
ま
す
。

市
県
民
税
は
減
り

固
定
資
産
税
は
や
や
増

地
方
税
法
の
改
正

さ
る
三
月
に
地
方
税
法
が
、
納

税
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

で
固
定
資
産
税
だ
け
は
今
後
少
し

づ
つ
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
固
定
員
産
税
は
、
単
に
増

税
と
い
う
考
え
方
で
な
く
、
最
近

の
社
会
事
情
に
よ
つ
て
地
価
は
地

域
に
よ
つ
で
は
、
か
な
り
の
開
き

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
対
す

る
税
負
担
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が

お
も
な
目
的
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
実
施

す
る
こ
と
は
、
納
税
者
の
負
担
が

急
激
に
ふ
え
、
社
会
的
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
順
次
少
し
づ
つ
引
上
げ

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
以

下
は
お
も
な
改
正
さ
れ
た
事
項
で

す
。

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

昭
和
三
十
九
年
に
土
地
の
評
価

替
え
を
全
面
的
に
お
こ
な
い
、
こ

の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
評
価
額
に

く
ら
べ
て
か
な
り
上
っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
新
評
価
額

が
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
評
価
額

に
対
し
、
ど
の
程
度
上
っ
て
い
る

か
の
上
昇
率
を
求
め
、
そ
の
上
昇

率
の
区
分
に
応
じ
て
、
次
の
表
の

そ
れ
ぞ
れ
の
倍
率
に
、
前
年
度
の

課
税
標
準
額
を
乗
じ
て
、
そ
の
年

度
の
課
税
標
準
額
を
決
め
税
額
を

計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
新
評
価
額

に
達
す
る
ま
で
毎
年
度
こ
の
計
算

方
法
を
く
り
返
え
し
ま
す
が
、
都

市
計
画
税
だ
け
は
、
こ
れ
を
三
年

間
つ
づ
け
て
お
こ
な
い
、
四
年
目

の
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
は
新
評

価
額
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
固
定
資
産
税
の
場
合
、
新
評

価
額
に
達
す
る
に
は
八
年
か
ら
十

年
ぐ
ら
い
か
か
る
見
込
み
）

農
地
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
す
え

置
か
れ
、
家
屋
も
こ
れ
ま
で
と
ほ

と
ん
ど
か
わ
り
ま
せ
ん
。
つ
ぎ
に

免
税
点
が
っ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

償
却
資
産
で
は
、
た
と
え
ば
、

漁
船
、
農
機
具
な
ど
の
よ
う
な
小

規
模
の
も
の
は
非
課
税
の
も
の
が

相
当
ふ
え
土
地
で
も
課
税
さ
れ
な

い
も
の
が
か
な
り
で
る
見
込
み
。

（
以
下
、
カ
ツ
コ
内
は
現
行
の
額

）
土
地
八
万
円
（
二
万
四
千
円
）

家
屋
五
万
円
（
三
万
円
）

償
却
資
産
三
〇
方
円
（
十
五
万

円
）

上
昇
率
　
　
囚
定
資
　
都
市
計

産
　
税
　
画
　
税

に
酷
未
満
の
　
一
゜
一
　
一
二
二

Ｅ
ｍ
い
皿
未
　
∵

ニ
　

ー
・
六

い
０４
以
上
の
　
一
・
三
　
一
・
九

個
人
市
民
税

各
種
控
除
等
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

イ
基
礎
控
除
十
方
円
（
九
万
円

）
口
配
偶
者
控
除
八
万
円
（
新
設

）
（
配
偶
者
が
五
万
円
を
こ
え
る

所
得
が
あ
る
場
合
の
第
一
人

目
の
扶
養
親
族
控
除
六
万
円

（
五
方
円
）

二
そ
の
他
の
扶
養
親
族
四
万
円

（
三
万
円
）

ホ
専
従
者
控
除
（
青
色
）
十
万

円
（
八
万
円
）

〃
　
　
　
　
　
（
白
色
）
六
万

円
（
五
方
円
）

へ
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年

者
、
か
婦
の
非
課
税
の
範
囲

を
年
所
得
二
四
万
円
（
二
二

万
円
）

な
お
、
四
十
一
年
度
か
ら
は
退

職
所
得
は
、
他
の
所
得
と
区
分
し

て
、
退
職
時
に
課
税
（
特
別
徴
収

）
さ
れ
ま
す
。

法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
制
限
税
率

百
分
の
十
・
七
（
百
分
の
十

・
匸

県
　
　
税

個
人
事
業
税

事
業
主
控
除
二
五
万
円
（
二

四
万
円
）

専
従
者
控
除
（
青
色
）
十
万

円
（
八
万
円
）

〃
　
　
　
　
　
（
白
色
）
六
万

円
（
五
万
円
）

地
域
ぐ
る
み
で

き
れ
い
な
生
活
環
境
を

野
山
の
草
本
も
息
吹
き
、
小
鳥

も
さ
え
ず
る
春
と
な
り
ま
し
た
。

寒
か
っ
た
冬
の
間
掃
除
の
行
き

と
ど
か
な
か
っ
た
私
た
ち
の
家
の

周
囲
は
、
冬
中
の
ご
み
な
ど
が
た

ま
り
汚
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
越
冬
し
た
蚊
や
は

え
’
ね
ず
み
な
ど
が
暖
か
く
刀
る

に
っ
れ
て
繁
殖
し
て
、
私
た
ち
を

な
や
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
月
十
八
日
か
ら
一
週
間
、
全

国
で
春
の
環
境
衛
生
週
間
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
週
間
を

機
会
に
、
地
域
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る

み
で
、
き
れ
い
な
生
活
環
境
を
つ

く
る
よ
う
に
努
め
ま
し
よ
う
。

蚊
や
は
え

ね
ず
み
退
治

恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎
を
う
つ
す

蚊
、
小
児
マ
ヒ
や
赤
痢
を
う
つ
す

は
え
、
食
中
毒
や
赤
痢
を
う
つ
す

ね
ず
み
な
ど
を
徹
底
的
に
駆
除
し

た
い
も
の
で
す
。

は
え
の
発
生
源
は
、
ご
み
、
ふ

ん
尿
な
ど
の
汚
物
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ご
み
の
始
末

を
よ
く
し
、
便
所
の
汲
取
り
口
の

ふ
た
を
完
全
に
し
、
窓
に
は
金
網

を
つ
け
ま
し
よ
う
。

堆
肥
は
、
周
囲
と
底
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
す
る
と
か
、
ビ
ニ
ー
ル

を
か
ぶ
せ
管
理
を
よ
く
す
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
便
所
、
堆
肥

舎
、
畜
舎
に
は
殺
虫
剤
を
散
布
し

ま
し
よ
う
。

観
光
地

公
園
を
き
れ
い
に

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
観

光
地
ぱ
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
お
べ
ん
と
う
を
食
べ
た

あ
と
の
紙
く
ず
、
お
菓
子
の
包
み

紙
な
ど
で
汚
し
た
り
公
共
の
施
設

を
傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
、
手

近
か
な
こ
と
か
ら
実
行
し
て
、
誰

も
が
気
持
ち
よ
く
楽
し
め
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

りつぱな施設に
子どもたちもご満悦
俵山湯の家できる

県
下
各
地
か
ら
、
か

ら
だ
の
弱
い
子
ど
も
た

ち
を
あ
ず
か
つ
て
い
る

俵
山
湯
の
家
が
装
い
も

あ
ら
た
に
、
さ
る
四
月

十
一
日
に
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

こ
の
湯
の
家
は
、
長

門
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
経
営
し
て
い
ま
す
が

、
い
ま
ま
で
の
建
物
が

古
く
な
っ
た
の
で
、
県
下
各
市
町

村
か
ら
寄
付
を
つ
の
り
、
総
工
費

約
二
四
五
万
円
で
あ
た
ら
し
く
建

て
か
え
た
も
の
。

あ
た
ら
し
い
建
物
は
、
鉄
筋
二

階
建
二
五
三
坪
で
、
一
階
に
は
、

食
堂
兼
娯
楽
室
を
は
じ
め
、
事
務

室
、
医
務
室
、
浴
場
、
居
室
な
ど

で
、
二
階
は
図
書
室
と
居
室
と
が

あ
る
り
っ
ぱ
な
も
の

「
み
な
さ
ん
の
、
あ
た
た
か
い

ご
援
助
で
、
り
っ
ぱ
な
施
設
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
も
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

」
と
湯
の
家
の
間
係
者
は
語
っ
て

い
る
。

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
市
短
歌
会
選

（
雑
　
詠
）

逢
え
ば
ま
た
話
す
こ
と
な
く
別
る

る
に
次
わ
幾
日
か
と
病
父
問
ふ
な

り
　
　
　
三
ノ
瀬
　
井
上
春
生

胃
の
調
子
語
り
つ
つ
主
婦
等
順
待

て
ぴ
レ
ン
ト
グ
ン
車
に
春
の
陽
ま

ど
か
　
　
渋
　
木
　
谷
川
美
枝
子

裡
深
く
秘
む
る
悲
哀
も
包
み
つ
つ

閉
鎖
す
店
に
春
陽
満
ち
来
る

正
明
市
　
福
田
初
枝

（
当
季
雑
詠
）

啓
ち
ゆ
う
や
は
ね
の
重
た
く
蜂
転

ぶ
　
　
　
光
　
市
　
新
田
珠
樹

母
の
忌
や
月
の
山
河
を
鶴
帰
る

山
口
市
　
河
添
英
男

砂
利
採
り
婦
の
炊
煙
つ
づ
ま
し
井

手
の
昼
　
渋
　
木
　
谷
川
美
枝
子

北
斗
高
し
汽
車
は
凍
て
し
灯
連
ら

ね
過
ぐ
　
藤
　
中
　
堀
田
す
み
え

ふ
る
さ
と
の

歌
ま
つ
り
に

鯨
唄
　
君
ヶ
代

踊
り
が
出
演

４
月
2
1日
夜
８
時
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
四
月
か
ら
新
し
い
放

送
番
組
を
い
く
つ
か
登
場
さ
ぜ
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
の
「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
（

司
会
、
宮
田
輝
ア
ナ
）
」
が
毎
週

木
曜
日
の
午
後
八
時
か
ら
一
時
間

、
各
地
の
民
芸
、
民
謡
な
ど
と
人

気
歌
手
が
出
演
し
、
全
国
に
中
継

放
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
第
三
回
目
が
、
四
月
二
十

一
日
下
関
市
体
育
館
か
ら
中
継
さ

れ
、
山
口
県
内
の
民
謡
や
め
ず
ら

し
い
踊
り
な
ど
が
出
演
し
ま
す
が

そ
の
う
ち
長
門
市
か
ら
通
の
鯨
唄

真
木
の
君
ケ
代
踊
り
が
出
演
し
ま

す
。

仙
崎
支
所
を
当
分
の
間

仙
崎
公
民
館
内
に
設
置

古
く
な
っ
た
仙
崎
支
所
と
仙
崎

公
民
館
を
、
あ
た
ら
し
く
あ
わ
せ

て
現
在
の
仙
崎
支
所
の
位
置
に
建

築
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
当

分
の
間
、
仙
崎
公
民
館
内
で
事
務

を
と
り
ま
す
。

そ
の
引
越
し
を
五
月
七
日
（
土

曜
日
）
と
八
日
（
日
曜
日
）
の
二

日
間
に
お
こ
な
い
ま
す
の
で
こ
の

両
日
は
事
務
を
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
五
月
九
日
か
ら
は
、
仙
崎
公

民
館
で
執
務
し
ま
す
。
ご
不
便
で

し
ょ
う
が
、
し
ば
ら
く
の
間
お
許

し
く
だ
さ
い
。
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俵
山
小
に
プ
ー
ル
完
成

と
れ
で
体
位
向
上
に
一
役

山
間
地
帯
で
、
水
泳
場
所

に
め
ぐ
ま
れ
な
い
俵
中
に
、

こ
の
ほ
ど
二
十
五
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。こ

の
プ
ー
ル
は
、
市
内
で

も
、
比
較
的
児
童
生
徒
の
体

位
が
お
と
る
俵
山
に
、
プ
ー

ル
を
つ
く
り
体
位
の
向
上
に

役
立
て
よ
う
と
地
元
か
ら
の

要
望
も
あ
つ
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
。

プ
ー
ル
の
規
模
は
、
長
さ

二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
六

メ
ー
ト
ル
で
、
小
川
や
溜
池

な
ど
で
泳
い
で
い
だ
子
ど
も
た
ち

は
、
「
早
く
夏
が
こ
な
い
か
な
」

と
い
ま
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す

（
写
真
は
、
俵
山
小
に
で
き
た
二

十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
）

綿
野
秀
雄
さ
ん

行
政
相
談
員
に
再
任

こ
の
た
び
昭
和
四
十
一
年
度
の

行
政
相
談
員
に
綿
野
秀
雄
氏
が
、

昨
年
度
に
引
き
つ
づ
い
て
就
任
さ

れ
ま
す

役
所
の
仕
事
で
次
の
よ
う
な
こ

と
で
お
困
り
の
方
、
ま
た
こ
れ
ら

に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

綿
野
秀
雄
さ
ん
の
ご
住
所
は
。

長
門
市
深
川
湯
本
門
前
で
す

記

・
　

役
所
の
不
親
切
や
許
可
、
認

可
な
ど
が
遅
れ
て
い
る
も
の
、

・
　

恩
給
、
遺
族
年
金
、
国
民
年

金
な
ど
の
受
給
資
格
や
そ
の
手

続
き
な
ど
の
方
法
。

生
活
保
護
、
母
子
福
祉
資
金

の
貸
付
け
手
続
き
や
社
会
福
祉

の
行
政
に
関
係
す
る
も
の
。

●
　
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
労

働
者
災
害
補
償
保
険
な
ど
の
受

給
資
格
や
そ
の
手
続
き
の
方
法

●
　
農
地
、
農
林
漁
業
に
関
係
す

る
も
の
。

・
　
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
な

ど
の
公
共
事
業
に
関
係
す
る
も

の
。

・
　
公
害
（
汚
水
、
騒
音
）
に
関

す
る
も
の
。

・
　

学
校
教
育
行
政
に
関
係
す
る

も
の
。

・
　

郵
便
、
運
輸
交
通
行
政
に
関

係
す
る
も
の
。

・
　
国
税
の
賦
課
、
徴
収
に
関
係

す
の
も
の
。

・
　
そ
の
他
行
政
一
般
に
つ
い
て

何
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
刑
事

、
民
事
の
問
題
や
政
治
的
な
ぢ

の
、
ま
た
個
人
間
の
紛
争
問
題

は
取
扱
い
ま
せ
ん
。

通
地
区
の
方
へ

税
金
な
ど
は
支
所
の
窓
口
で

四
月
か
ら
か
わ
る

通
地
区
で
は
、
市
税
、
国
保
保

険
料
な
ど
を
通
漁
協
へ
お
さ
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
四
月

か
ら
は
通
支
所
の
窓
口
に
お
さ
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

善
意
銀
行
予
託
者

三
月
分

（
現
金
口
座
）

右
田
辰
通
夫
、
熊
野
岩
信
、
Ｆ
江

、
Ｓ
子
、
と
く
名
氏
、
秋
山
容
、

ミ
サ
、
渋
木
中
区
婦
人
会
、
時
山

増
一
、
水
野
義
春
、
金
光
教
正
明

市
教
会
、
上
利
伍
郎
、
安
倍
博
、

河
崎
某
、
江
島
朱
美
、
大
畑
校
区

婦
人
会
、
西
村
純
三
、
山
下
七
蔵

白
石
政
人
、
中
村
隆
子

（
物
品
口
座
）

西
村
ウ
メ
、
長
門
青
年
会
議
所
、

西
村
旬

青
年
学
級
生
を
募
集

昼
間
働
い
て
い
る
人
や
家
事
に

精
を
出
し
て
い
る
人
な
ど
も
気
軽

る
に
学
習
で
き
、
ま
た
青
年
同
志

の
お
互
い
の
話
し
合
い
の
場
と
な

る
青
年
学
級
を
次
の
要
領
で
こ
と

し
も
ひ
ら
き
ま
す
、

（
開
設
の
期
問
）

昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
明

年
三
月
ま
で
。

（
開
設
の
場
所
）

長
門
市
中
央
公
民
館

（
開
設
の
科
目
）

茶
道
　
夜
間
毎
週
一
回

華
道
　
夜
間
毎
週
一
回

募
集
人
員
い
ず
れ
も
三
十
名

農
業
（
杉
の
子
会
）
　
夜
間
毎

月
二
回
。

（
申
込
期
限
）

四
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
へ
。

長
門
管
内
で

駐
在
所
な
ど
を
一
部
統
廃
合

全
国
で
街
頭
な
ど
で
活
動
す
る

警
察
官
を
、
こ
と
し
か
ら
三
年
計

画
で
一
万
八
千
人
増
員
し
ま
す
。

こ
の
増
員
の
お
も
な
原
因
は
、

交
通
問
題
、
青
少
年
間
題
な
ど
多

く
の
街
頭
指
導
が
必
要
で
、
い
ま

ま
で
の
人
員
で
は
十
分
な
活
動
が

で
き
な
い
た
め
。

ま
た
反
面
、
人
口
が
減
づ
た
り

事
件
、
事
故
な
ど
の
発
生
が
す
く

な
い
山
村
地
帯
な
ど
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
統
合
廃
正
し
て
増
員
の
必

要
な
地
域
に
集
中
さ
れ
る
。

長
門
警
察
署
管
内
で
も
、
四
月

一
日
か
ら
、
つ
ぎ
の
駐
在
所
、
派

出
所
を
統
廃
合
し
、
み
な
さ
ん
の

ご
期
待
に
十
分
そ
え
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
　
）
内
は
旧
名
称

仙
崎
巡
査
部
長
派
出
所
（
仙
崎
警

部
補
派
出
所
）

三
隅
駐
在
所
　
巡
査
二
名
（
三
隅

巡
査
部
長
派
出
所
　
巡
査
部

長
一
名
、
巡
査
二
名
）

長
門
市
駅
前
派
出
所
　
巡
査
四
名

（
巡
査
一
名
）

湯
本
駐
在
所
　
巡
査
二
名
（
湯
本

巡
査
部
長
派
出
所
　
巡
査
部

長
一
名
）

渋
木
駐
在
所
は
、
湯
本
駐
在
所
に

統
合
し
た
た
め
廃
止
。

久
津
駐
在
所
は
、
大
浦
駐
在
所
に

統
合
し
た
た
め
廃
止
。

長
門
署
で
は
「
統
合
廃
正
を
し

た
が
、
今
後
は
パ
ト
カ
ー
に
よ
る

機
動
力
の
強
化
や
受
持
勤
務
員
の

機
動
力
の
増
強
と
巡
回
の
強
化
な

ど
に
よ
っ
て
十
分
責
任
を
も
ち
、

不
安
の
一
掃
と
治
安
の
確
保
に
努

力
す
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫

特
別
個
人
住

宅
の
貸
付
け

受
付
期
間

一
般
個
人
住
宅
　
五
月
か
六
月
の

予
定
。

特
別
個
人
住
宅

農
山
漁
村
　
五
月
十
日
ま
で
。

土
地
区
画
　
五
月
二
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
。

炭
鉱
離
職
　
昭
和
四
十
二
年
三

月
二
十
日
ま
で
。

産
炭
地
中
小
企
業
　
昭
和
四
十

二
年
三
月
二
十
日
ま
で

公
営
住
宅
　
五
月
二
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
。

造
成
土
地
譲
受
者
　
十
二
月
二

十
六
日
ま
で
。

住
宅
改
良
　
五
月
十
日
ま
で
。

賃
貸
住
宅

一
般
賃
貸
　
八
月
三
十
一
日
ま

で

土
地
担
保
賃
貸
　
四
月
三
十
日

ま
で
。

勤
労
青
年
共
同
宿
舎
　
八
月
三

十
一
日
ま
で
。

学
生
寮
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

寄
宿
舎
　
四
月
三
十
日
ま
で
。

産
労
住
宅

一
般
産
労
　
四
月
三
十
日
ま
で

中
高
層
等

中
高
層
の
単
独
　
四
月
三
十
日

ま
で
。

中
高
層
の
共
同
防
災
　
昭
和
四

十
二
年
十
月
三
十
日
ま
で

土
地
担
保
中
高
層
　
五
月
三
十

一
日
ま
で
。

・
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
建

築
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宅
地
建
物
の
取
引
は

免
許
が
必
要
で
す

宅
地
建
物
の
取
引
は
、
免
許
を

も
つ
だ
取
引
業
者
で
な
け
れ
ば
取

扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

無
免
許
の
業
者
に
は
三
年
以
下

の
懲
役
、
三
十
方
円
以
下
の
罰
金

を
受
け
ま
す
。

宅
地
建
物
の
ご
相
談
は
、
必
ず

免
許
の
あ
る
業
者
へ
。

無
免
許
の
闇
業
者
が
あ
れ
ば
、

お
近
く
の
警
察
署
か
市
役
所
建
築

係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
2
9日
花
尾
山
へ

家
庭
電
気
器
具
の

安
全
な
扱
い
か
た

電
気
器
具
は
、
常
に
手
入
れ
を

行
な
っ
て
お
け
ば
長
持
ち
す
る
う

え
、
感
電
や
火
災
な
ど
の
危
険
も

防
げ
ま
す
。

そ
こ
で
電
気
器
具
の
手
入
れ
の

う
ち
、
と
く
に
春
先
き
に
や
っ
て

お
き
た
い
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し

よ
う
。電

気
暖
房
器
具

の
し
ま
い
か
た

①
電
気
器
具
は
長
い
間
使
つ
て
い

る
う
ち
に
、
コ
ー
ド
や
ス
イ
ツ

チ
な
ど
が
老
化
し
て
き
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
漏
電
や
感
電
の

も
と
に
な
る
の
で
、
コ
ー
ド
を

取
り
か
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
が
異
常
に
あ
っ
く
な

る
の
は
、
中
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん

で
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

器
具
と
コ
ー
ド
の
接
続
面
や
ブ

ラ
グ
の
取
り
付
け
点
を
よ
く
点

検
し
、
も
し
不
完
全
で
あ
っ
た

ら
修
理
し
て
お
き
ま
す
。

③
こ
た
つ
な
ど
温
度
調
節
器
の
っ

い
た
も
の
は
、
そ
の
附
近
に
っ

い
た
ほ
こ
り
を
き
れ
い
に
は
ら

っ
て
お
き
ま
す
。

①
コ
ー
ド
は
あ
ま
り
小
さ
く
丸
め

た
り
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
に
無
理

に
押
し
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

⑤
電
気
器
具
は
湿
気
を
き
ら
う
た

め
、
保
管
場
所
は
乾
燥
し
た
所

を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

電
気
洗
濯
機
の

手
入
れ
と
注
意

①
使
う
場
所
は
床
の
し
っ
か
り
し

た
と
こ
ろ
を
選
び
、
な
る
べ
く

風
辿
し
の
よ
い
か
わ
い
た
所
に

お
く
。

②
注
油
は
一
か
月
に
一
回
、
質
の

よ
い
汕
を
さ
す
。

⑧
ア
ー
ス
は
、
電
気
の
絶
縁
が
万

一
不
良
に
な
っ
た
と
き
の
危
険

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
か
ら

必
ら
ず
っ
け
る
こ
と
で
す
。
｀

こ
と
し
で
十
六
回
目
を
迎
え
る

長
門
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
四
月

二
十
九
日
に
花
尾
山
（
渋
木
）
と

き
ま
り
ま
し
た
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
午

前
九
時
ま
で
に
渋
木
駅
前
に
お
集

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弁
当
、
水

筒
、
タ
オ
ル
な
ど
は
ご
自
分
で
用

意
の
こ
と
。

中
小
企
業
近
代
化

資
金
の
貸
付
け

（
受
付
期
間
）

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
二
十

日
ま
で
。

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

官
公
署
長
の
歓
送

迎
会
を
と
り
や
め

ま
す

い
ま
ま
で
市
内
の
官
公
署
長
が

交
代
さ
れ
た
場
合
に
、
市
と
商
工

会
議
所
が
共
催
で
歓
送
迎
会
を
ひ

ら
い
て
い
ま
し
た
が
、
出
席
者
な

ど
の
都
合
で
、
今
後
は
と
り
や
め

ま
す
。宗

教
法
人
事
務

の
講
習
会

山
口
県
が
、
宗
教
法
人
の
代
表

役
員
を
対
象
に
、
宗
教
関
係
事
務

の
説
明
会
を
県
下
六
か
所
の
会
場

に
わ
け
て
ひ
ら
き
ま
す
。

該
当
の
方
は
、
も
れ
な
く
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

（
関
係
分
の
み
）

五
月
二
十
三
日
十
時
ー
十
六
時

下
関
中
央
公
民
館

五
月
二
十
六
日
十
時
ー
十
六
時

萩
市
公
民
館
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